
様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 大谷大学 
設置者名 学校法人真宗大谷学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 真宗学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

仏教学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

哲学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

歴史学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

文学科 1 夜 ・

通信 
10 0 4 14 13  

国際文化学科 2 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

社会学部 現代社会学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

コミュニティデザ

イン学科 
夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

教育学部 教育学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

国際学部 国際文化学科 夜 ・

通信 
14 0 0 14 13  

（備考） 

改組やカリキュラム改編に伴い、新旧の教育課程が存在する学科があるが、 

同じ授業科目で実務経験のある教員等による授業科目の基準単位数を満たすため、 

教育課程を分けずに新旧合わせて記載している。 

学科名 1 カリキュラム改編に伴い科目区分の変更が生じた科目については、2018年

度以降の新カリキュラムの科目区分として計上している。 

学科名 2 募集停止学科 

 

 

 

 



２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.otani.ac.jp/study_support/nab3mq000006kejl.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.otani.ac.jp/study_support/nab3mq000006kejl.html


様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大谷大学 
設置者名 学校法人真宗大谷学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/nab3mq0000004umn.html 
※例年変更が生じた場合にのみ、データを更新している。 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 真宗大谷学園理事長 
2021/10/15 
～役職期間 

この法人の業務を掌

理する。 

常勤 真宗大谷学園専務理事 
2025/3/25 ～

2026/10/23 

理事長の命を受け、

この法人の業務を掌

理する。 

非常勤 
真宗大谷派参務 

真宗大谷学園常務理事 
2021/10/21 
～役職期間 

専務理事を補佐し、

この法人の業務を分

掌する。 

非常勤 
真宗大谷派参務 

真宗大谷学園財務理事 
2022/6/29 
～役職期間 

専務理事を補佐し、

この法人の財務を掌

理する。 

非常勤 真宗大谷派宗議会議長 
2023/9/5 
～役職期間 

真宗大谷派僧侶を代

表して法人運営に参

画する。 

非常勤 真宗大谷派参議会議長 
2021/6/26 
～役職期間 

真宗大谷派門徒を代

表して法人運営に参

画する。 

非常勤 元真宗大谷学園専務理事 
2017/10/24
～

2026/10/23 

元専務理事の立場か

ら法人運営に参画す

る。 

非常勤 （社）千草会理事長 
2017/10/24
～

2026/10/23 

社会福祉の専門家の

観点から法人運営に

参画する。 

（備考） 

私立学校法改正（令和 5 年）に伴い、今後寄附行為が改正され、任期が 2025 年度に

開催される定時評議員会の終結の時までに短縮される可能性がある。 

 



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大谷大学 

設置者名 学校法人真宗大谷学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では全学部共通で、例年 11 月下旬に次年度授業担当者に向けてシラバス作成の依

頼を行い、教育課程における科目の位置づけや目的とシラバスの記載内容に齟齬がないか

第三者による確認を行ったうえで、3 月下旬に本学ホームページで広く一般に、また、在

学生へは履修登録時、授業期間中にも都度確認ができるよう学内ポータルサイトでも閲覧

可能としている。 
シラバスは、「授業種別（講義・演習等）」、「ナンバリングコード」、「授業テーマ」、「授

業概要」、「DP に基づく学習到達目標（学習成果）・評価方法」、「成績評価方法」、「課題（試

験やレポート等）に対するフィードバックの方法」、「教科書・参考書等」、「授業計画（各

回の学習内容・授業方法・準備学習（予習・復習）・時間」、「質問・相談の方法」、「担当者

からの連絡」、「実務経験の詳細及び実務経験と授業科目の関連」、「当授業で実施するアク

ティブ・ラーニングの方法」の項目から成る共通フォーマットを全ての科目で使用してお

り、学生が閲覧しやすく、内容を理解しやすいよう工夫を凝らしている。 
また、実践的教育を行う科目において、実務経験を有する教員が授業を担当する場合に

は、実務経験の詳細とその経験を活かしてどのような教育を行うかを明記するよう入力要

項や注意事項に記載し、周知を行っている。加えて、専任教員を対象とし、「シラバスの作

成方法」を内容とした FD 研修会をシラバス作成期間中に開催している。 

授業計画書の公表方法 

https://unipa.otani.ac.jp/ 
※「OTANI UNIVERSITY UNIVERSAL PASSPORT」トッ

プ画面 URL 
アクセス後、「ゲストユーザーはこちら」をクリック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://unipa.otani.ac.jp/


２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスに「DP に基づく学習到達目標（学習成果）」とその「評価方法」及び「成績評

価方法」という項目を設け、入力必須項目としている。そのため、全ての科目において、

DP を踏まえて設定した学習成果に応じた成績評価方法とその基準を、共通フォーマット

で学生へ公表している。なお、評価方法は平常点・授業内試験・定期試験・レポート・そ

の他に分けて、それぞれに割合(％)と具体的な評価基準等を入力できるようにしている。

シラバスに記載した成績評価方法や基準に則り、各授業科目において成績評価を行い、基

準に到達したものに単位を授与している。 
 また、大学として共通の成績評価基準を以下のとおり設定しており、学生・教員に対し

ては、『履修要項』や大学ホームページにおいて公表している。教員へは、加えて各セメス

ターの成績入力依頼時に、あらためて評価基準を明記した文書を配布している。 
＜成績評価基準＞ 
S=100～90 点（特に優れた成績を示したもの） 
A= 89～80 点（優れた成績を示したもの） 
B= 79～70 点（妥当と認められる成績を示したもの） 
C= 69～60 点（合格と認められる最低限の成績を示したもの） 
F= 59 点以下（合格と認められるに足る成績を示さなかったもの） 
K=  －   （授業参加や試験について棄権・放棄をしたとみなされ、評価することがで

きないもの） 
※S～C=合格、F=不合格、K=評価不能 
 
なお、本学での学びの集大成として位置付ける卒業研究については、DP との関係を示

した卒業研究ルーブリックを作成し、『履修要項』や「卒業研究作成の手引」に掲載して、

学生へ公表している。さらに、卒業研究の単位認定にあたっては、ルーブリックに則り、

厳格かつ適正に評価している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、学生が自身の学業結果を総合的に判断できるよう、また教職員が学生の履修

指導に役立てられるよう GPA 制度を導入している。近年は、GPA を学内独自奨学金の出

願資格や選考、履修上限単位数の基準や科目受講の成績水準、退学勧告にも利用する等し

ている。また、学修の全体的な状況を対外的に示せるよう、成績証明書には各科目の評価

に加え、学修成果の客観的指標として通算 GPA を表示する等、活用の場を広げている。 
 GPA の算出にあたっては、あらかじめ設定した方法に則り、「S・A・B・C・F・K」の

評価を一定の数値に換算（S=4、A=3、B=2、C=1、F・K=0）し、F・K も含めた平均を

算出している。なお、卒業所要に含まれない資格取得にのみ必要な科目や、指定の期間内

に履修を取り止めた科目、留学・単位互換制度等による認定された科目は、GPA の算出か

らは除外している。 
 GPA の算出方法や活用方法については、新入生に配付する『履修要項』に明記するとと

もに、新入生だけでなく在学生や学外者に向けても大学ホームページと学内ポータルサイ

トで閲覧できるようにしている。 
 GPA の分布状況については、セメスター毎に在学生全てのその時点の通算 GPA を確認

している。具体的には、全学では 0.5 きざみのヒストグラム、学部・学科・学年ごとには

箱ひげ図、それぞれに基本統計量を加えた分布状況一覧をセメスター毎に作成し、大学運

営会議・各種委員会・各学部学科において分布状況を確認している。また、学生が自身の

成績を相対的に把握できるよう、学科・学年別通算 GPA の分布状況を学内ポータルサイ

トで公開している。 



客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.otani.ac.jp/faculty/common/subjects.html 
（2025『履修要項』学部・大学院【2025 入学用】pp.167-168）
／『履修要項』（教務課窓口で配布） 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 
本学では、卒業認定・学位授与の方針において、学位プログラム（各学科の教育プログ

ラム）を履修した総合的な学修成果として、本学学生が修得することを期待する知識・技

能を、「卒業時に身につけるべき力」として定め、『履修要項』や大学ホームページで公表

している。さらに、DP に定めた能力を身につけるために、3 つの科目群を基盤とした教

育課程をもうけ、各授業を履修することで特に身に付くことが期待されるコンピテンス

（DP を構成する要素）を「履修系統図」において示している。なお、各授業科目では、

当該授業に関連する DP やコンピテンスに基づく到達目標を設定し、その到達目標に密

接に関連した授業計画や評価方法を設定している。 
それらの能力が卒業時に身についているかについては、機関レベルでは各 DP の学修

度、教育課程レベルでは学部・学科ごとに編成する教育課程における所定単位の修得をも

って評価している。さらに、本学の学びの集大成と位置付けている卒業論文・卒業研究に

おけるルーブリック評価や、学修行動調査によっても修得状況を明らかにしている。加え

て、学修成果の評価の方針に沿って、DP に定める卒業時に身につけるべき能力の修得状

況を段階的に評価している。 
 また、方針の内容や、本学の取り組みが方針に沿ったものであるかを検証、社会におけ

るニーズを確認するため、毎年第三者を招いた意見聴取会を開催し、検証・改善の一助と

している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

【卒業認定・学位授与の方針／教育課程編成・実施の方針／学

修成果の評価の方針】 

▼各種方針 
https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html 
▼履修要項 
https://www.otani.ac.jp/faculty/common/subjects.html 
（2025『履修要項』学部・大学院【2025 入学用】pp.12-60）
／『履修要項』（教務課窓口で配布） 

 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html
https://www.otani.ac.jp/faculty/common/subjects.html


様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 大谷大学 

設置者名 学校法人真宗大谷学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/sfpjr7000001eeeo.html 
収支計算書又は損益計

算書 
https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/sfpjr7000001eeeo.html 

財産目録 https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/sfpjr7000001eeeo.html 
事業報告書 https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/sfpjr7000001eeeo.html 
監事による監査報告

（書） 
https://www.otani.ac.jp/sinsyu_gakuen/sfpjr7000001eeeo.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：グランドビジョン 130     対象年度：2022 年度－2031 年度） 

公表方法：https://www.otani.ac.jp/about/grand_vision130.html 
 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088gei.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088hg5.html 

 

  



（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部（25年度以降） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の養成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他とともに生きようとする人物の養成をめ 

ざす。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の養成をめざす。 

エ 歴史学科は、日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対 

象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確 

に分析し、それに対処しうる人物の養成をめざす。 

オ 文学科は、日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出 

を通して言語感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察 

力を持った人物の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 



＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、【総合科目】

として、ブッダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学Ⅰ・Ⅱ」、【大学

導入】として、高校までの学びから大学の学びへの転換と専門への接続をはかる「学びの

発見」および ICT や数理・データサイエンス・AI についての基礎能力を身につける「ICT
入門」を学修し、【外国語】においては、グローバル化時代の共通言語である英語をはじ

め、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れることとする。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）の

修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科専

門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコー

ス決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践研

究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演習】

を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

①大学ホームページ 

https://www.otani.ac.jp/index.html 
②2026年度入学試験要項/入試ガイド＊大学ホームページ「資料請求フォーム」より請求可能 

https://www.otani.ac.jp/admission/index.html） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕として

明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応させ、

公表している。さらに、文学部各学科においては、受験生に対して学科の目標をわかりや

すく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」「学科が

求める学生像」を示している。 
文学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の教育課程で学ぶ、専門研究に必要となる基礎的知識をもつ。 

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
学習・研究対象を思索・考察し、自分の考えを的確に表現する。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
自発的な関心から問題を見出し、他者と協働もしつつ課題の克服につとめる。 

（AP4）〔関心・適性〕 
文献などの資料を読み込み、人間について深く考えようとする意欲をもつ。 

 

  



学部等名 文学部（24年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の養成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他とともに生きようとする人物の養成をめ 

ざす。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の養成をめざす。 

エ 歴史学科は、日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対 

象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確 

に分析し、それに対処しうる人物の養成をめざす。 

オ 文学科は、日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出 

を通して言語感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察 

力を持った人物の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、ブッダと親鸞



の基本思想を通して人間について考える【総合科目】「人間学Ⅰ・Ⅱ」、高校までの学び

から大学の学びへの転換と専門への接続をはかる【大学導入】「学びの発見」、およびグ

ローバル化時代の共通言語である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に

触れる【外国語】を学修する。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）の

修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科専

門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコー

ス決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践研

究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演習】

を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2025 年度『入学試験要項』及び『入試ガイド』） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕として

明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応させ、

公表している。さらに、文学部各学科においては、受験生に対して学科の目標をわかりや

すく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」「学科が

求める学生像」を示している。 
文学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の教育課程で学ぶ、専門研究に必要となる基礎的知識をもつ。 

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
学習・研究対象を思索・考察し、自分の考えを的確に表現する。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
自発的な関心から問題を見出し、他者と協働もしつつ課題の克服につとめる。 

（AP4）〔関心・適性〕 
文献などの資料を読み込み、人間について深く考えようとする意欲をもつ。 

 

  



学部等名 文学部（23年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の養成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他とともに生きようとする人物の養成をめ 

ざす。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の養成をめざす。 

エ 歴史学科は、日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対 

象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確 

に分析し、それに対処しうる人物の養成をめざす。 

オ 文学科は、日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出 

を通して言語感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察 

力を持った人物の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力（教

育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュラム

を編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成したも

のとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

 本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

「履修系統図」により各科目のねらいに応じて特に関連するコンピテンスを○で示す。教育

課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配当し、

講義、演習等適切な方法により実施する。（自由科目は、現代総合科目および自己選択科

目をいう。） 
＜共通基礎科目＞ 
 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、



専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2024年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校まで

に身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」と

して定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、文学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）とアドミ

ッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ定め、

各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、どのよう

な能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
文学部では、次のような人を求め、受入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒業

相当の知識をもつ。〔知識・理解〕  
（AP2）物事をじっくり時間をかけて考察し、自分の考えをまとめることができる。〔思 

考・判断〕  
（AP3）人間や人間をとりまく事柄について、自発的な関心から思索しようとする意欲を

もつ。〔関心・意欲〕  
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

 

  



学部等名 文学部（22年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の養成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他とともに生きようとする人物の養成をめ 

ざす。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の養成をめざす。 

エ 歴史学科は、日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対 

象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確 

に分析し、それに対処しうる人物の養成をめざす。 

オ 文学科は、日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出 

を通して言語感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察 

力を持った人物の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、学部ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力を定め、これらの能力を身に

つけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定

単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。文学部に

おける卒業時に身につけておくべき能力は以下のとおりである。 
(DP1) 外国語を使用して、基礎レベルでの読解、会話、表現ができる。〔技能・表現〕 
(DP2) 日本語を使用して、正確に読解し、論理的に表現し、的確に議論することができる。 

〔技能・表現〕 
(DP3) 人間・社会・自然環境について、幅広い知識・知見を身につけている。〔知識・理 

解〕 
(DP4) 人間・社会・自然環境に関して問題を見いだし、課題を設定しようとする意欲をも 

つ。〔関心・意欲〕 
(DP5) 人文諸科学の幅広い知識を用いて、人間・社会・自然環境の諸相を分析することが 

できる。〔思考・判断〕 
(DP6) 自己と他者への理解を深めながら、主体的にさまざまな問題解決に取り組むことが 

できる。〔態度〕 
教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 



（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

各科目群のねらいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置いている、○：

重点を置いている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分

け、これを各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代

総合科目および自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2023年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校まで

に身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」と

して定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、文学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）とアドミ

ッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ定め、

各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、どのよう

な能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
文学部では、次のような人を求め、受入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒業

相当の知識をもつ。〔知識・理解〕  
（AP2）物事をじっくり時間をかけて考察し、自分の考えをまとめることができる。〔思

考・判断〕  
（AP3）人間や人間をとりまく事柄について、自発的な関心から思索しようとする意欲を

もつ。〔関心・意欲〕  
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

  



学部等名 文学部（20年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/about/outline/nab3mq0000000zuw.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の養成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他とともに生きようとする人物の養成をめ 

ざす。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の養成をめざす。 

エ 歴史学科は、日本と世界の歴史及びそれと不可分な諸宗教・思想、とくに仏教を対 

象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ的確 

に分析し、それに対処しうる人物の養成をめざす。 

オ 文学科は、日本と中国の言葉や文学を研究対象とし、テキストの精読・分析・創出 

を通して言語感覚の錬磨と多様な知識の修得に励み、人間と社会への理解力及び洞察 

力を持った人物の養成をめざす。 

カ 国際文化学科は、欧米とアジアの文化事象を広く研究対象とし、異文化・自文化理 

解を通して幅広い視野と柔軟かつ論理的な思考力を培い、国際コミュニケーション力 

を備えた人物の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、学部ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力を定め、これらの能力を身に

つけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定

単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。文学部に

おける卒業時に身につけておくべき能力は以下のとおりである。 
(DP1) 外国語を使用して、基礎レベルでの読解、会話、表現ができる。〔技能・表現〕 
(DP2) 日本語を使用して、正確に読解し、論理的に表現し、的確に議論することができる。 

〔技能・表現〕 
(DP3) 人間・社会・自然環境について、幅広い知識・知見を身につけている。〔知識・理 

解〕 
(DP4) 人間・社会・自然環境に関して問題を見いだし、課題を設定しようとする意欲をも 

つ。〔関心・意欲〕 
(DP5) 人文諸科学の幅広い知識を用いて、人間・社会・自然環境の諸相を分析することが 

できる。〔思考・判断〕 
(DP6) 自己と他者への理解を深めながら、主体的にさまざまな問題解決に取り組むことが 

できる。〔態度〕 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 



（概要） 

本学では、「学位授与方針」に定められた能力を身につけるために、以下に示す 3 つの

科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、各科目群のね

らいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置いている、○：重点を置い

ている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを

各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代総合科目お

よび自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2021年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校まで

に身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」と

して定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、文学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）とアドミ

ッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ定め、

各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、どのよう

な能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
文学部では、次のような人を求め、受入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒業

相当の知識をもつ。〔知識・理解〕 
（AP2）物事をじっくり時間をかけて考察し、自分の考えをまとめることができる。〔思

考・判断〕 
（AP3）人間や人間をとりまく事柄について、自発的な関心から思索しようとする意欲を 

もつ。〔関心・意欲〕 
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

 

  



学部等名 文学部（17 年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/about/outline/nab3mq0000000zuw.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。文学部は以下のとおりである。 

文学部は、歴史の中で蓄積されてきた多様な文化的所産に学ぶことを通して、人間と世

界に関わる根本的な問題を解明し、深く自己を洞察しつつ現代社会を主体的に生きること

のできる人物の養成をめざす。 

ア 真宗学科は、釈尊の教説や親鸞の著作などに依り、自己を問い、人間を問うととも 

に、親鸞思想とその思想的背景の研究を進め、仏教精神に基づく豊かな人物の育成を 

めざす。 

イ 仏教学科は、仏教の専門的な知見を通して深く人間を理解し、現代社会のさまざま 

な問題の根底に存在する課題を見抜いて、他と共に生きようとする人物の育成をめざ 

す。 

ウ 哲学科は、人間や世界にかかわる根本的な問題を東西の思想伝統を踏まえつつ考究 

し、多様かつ柔軟な視点と論理的思考力を培い、現代の諸問題に対処することのでき 

る人物の育成をめざす。 

 エ 歴史学科は、日本を含む東アジアの歴史及びそれと不可分な仏教など諸宗教・思想 

を対象とした歴史学研究を通じて、現代社会で直面するさまざまな課題を多角的かつ 

的確に分析し、それに対処しうる人物の育成をめざす。 

オ 文学科は、東洋・西洋の文学を研究対象とし、テキストの精読・分析を通して詩的 

象徴世界を解明し、人間と社会への理解力及び、洞察力を持った人物の育成をめざす。 

カ 国際文化学科は、地域対象の「地域文化研究」、比較文化的手法を発展させた「異 

文化・自文化理解」、外国語運用能力を含めた「コミュニケーション力」を核とした 

教育を行うことによって、国際人としての人物の育成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 
文学部では、卒業時に学生が身につけるべき下記の 6 つの能力を定め、これらの能力を

身につけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、

所定単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。 
(DP1) 外国語を使用して、基礎レベルでの読解、会話、表現ができる。〔技能・表現〕 
(DP2) 日本語を使用して、正確に読解し、論理的に表現し、的確に議論することができる。 

〔技能・表現〕 
(DP3) 人間・社会・自然環境について、幅広い知識・知見を身につけている。〔知識・理 

解〕 
(DP4) 人間・社会・自然環境に関して問題を見いだし、課題を設定しようとする意欲をも 

つ。〔関心・意欲〕 
(DP5) 人文諸科学の幅広い知識を用いて、人間・社会・自然環境の諸相を分析することが 

できる。〔思考・判断〕 
(DP6) 自己と他者への理解を深めながら、主体的にさまざまな問題解決に取り組むことが 

できる。〔態度〕 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 



（概要） 

文学部（全学科共通）では、「学位授与方針」に定められた 6 つの能力を身につけるた

めに、以下に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程

をもうけ、各科目群のねらいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置い

ている、○：重点を置いている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および

自由科目に分け、これを各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由

科目は、現代総合科目および自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 
＜学科専門科目＞ 
学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業論文の作成を目指す。 
＜現代総合科目＞ 
 専門分野の補完や幅広い現代教養（コミュニケーション・キャリア形成・自然生命・歴

史文化）のための科目を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、4 つの

系ごとに自由に科目を選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2018年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

文学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校まで

に身に付けておいてほしい力を「学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）」と

して定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、文学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）とアドミ

ッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ定め、

各学科がどのような人物を育成したいか、またそういった人物を育成するため、どのよう

な能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
文学部では、次のような人を求め、受け入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒業

相当の知識をもつ。〔知識・理解〕 
（AP2）物事をじっくり時間をかけて考察し、自分の考えをまとめることができる。〔思

考・判断〕 
（AP3）人間や人間をとりまく事柄について、自発的な関心から思索しようとする意欲を

もつ。〔関心・意欲〕 
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

 

  



学部等名 社会学部（25年度以降） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。社会学部は以下のとおりである。 

社会学部は、現代社会の諸課題に向き合うことを通して、地域社会など身近な場におい

て、異なる他者と敬い合いながら生きることのできる世界を構築する構想力と実践力を身

につけた人物の養成をめざす。 

ア 現代社会学科は、現代の多様な社会文化事象を対象に、社会学と関連学問の視点と 

方法に基づく主体的探究学修を進めることを通じて、現代社会の特性と自らの立ち位 

置を的確に把握し、人々の間でビジョンとルールを提案・交渉することができる人物 

の養成をめざす。 

イ コミュニティデザイン学科は、身近な地域コミュニティで生起する諸課題に対して、 

「人と人とをつなぐ」実践手法を進めることにより、広い領域内容から「コミュニテ 

ィ」のこれからを「デザイン」していく理論とスキルを身につけた人物の養成をめざ 

す。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、【総合科目】

として、ブッダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学Ⅰ・Ⅱ」、【大学

導入】として、高校までの学びから大学の学びへの転換と専門への接続をはかる「学びの

発見」および ICT や数理・データサイエンス・AI についての基礎能力を身につける「ICT
入門」を学修し、【外国語】においては、グローバル化時代の共通言語である英語をはじ

め、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れることとする。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）



の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科

専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ

ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践

研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

①大学ホームページ 

https://www.otani.ac.jp/index.html 
②2026年度入学試験要項/入試ガイド＊大学ホームページ「資料請求フォーム」より請求可能 

https://www.otani.ac.jp/admission/index.html） 

（概要） 

社会学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕とし

て明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応さ

せ、公表している。さらに、社会学部各学科においては、受験生に対して学科の目標をわ

かりやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」

「学科が求める学生像」を示している。 
社会学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の教育課程で学ぶ基礎的知識をもつ。  

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
・日本語の的確な読解力を有し、自分の考えを適切に文章化する能力をもつ。 
・社会や人間に関する諸事象を理論的・実践的に学んでいくための思考力と実行 

力をもつ。 
（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 

社会や人間の多様性を尊重し、主体性をもって他者との協働を進める意欲をもつ。  
（AP4）〔関心・適性〕 

社会や地域の諸問題をフィールドワークや文献調査などから多角的に探究し、社 

会課題の解決のために積極的に貢献する意欲をもつ。 

 

  



学部等名 社会学部（24年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。社会学部は以下のとおりである。 

社会学部は、現代社会の諸課題に向き合うことを通して、地域社会など身近な場におい

て、異なる他者と敬い合いながら生きることのできる世界を構築する構想力と実践力を身

につけた人物の養成をめざす。 

ア 現代社会学科は、現代の多様な社会文化事象を対象に、社会学と関連学問の視点と 

方法に基づく主体的探究学修を進めることを通じて、現代社会の特性と自らの立ち位 

置を的確に把握し、人々の間でビジョンとルールを提案・交渉することができる人物 

の養成をめざす。 

イ コミュニティデザイン学科は、身近な地域コミュニティで生起する諸課題に対して、 

「人と人とをつなぐ」実践手法を進めることにより、広い領域内容から「コミュニテ 

ィ」のこれからを「デザイン」していく理論とスキルを身につけた人物の養成をめざ 

す。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、ブッダと親鸞

の基本思想を通して人間について考える【総合科目】「人間学Ⅰ・Ⅱ」、高校までの学び

から大学の学びへの転換と専門への接続をはかる【大学導入】「学びの発見」、およびグ

ローバル化時代の共通言語である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に

触れる【外国語】を学修する。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）
の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科



専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ

ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践

研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2025 年度『入学試験要項』及び『入試ガイド』） 

（概要） 

社会学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕とし

て明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応さ

せ、公表している。さらに、社会学部各学科においては、受験生に対して学科の目標をわ

かりやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」

「学科が求める学生像」を示している。 
社会学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の教育課程で学ぶ基礎的知識をもつ。  

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
・日本語の的確な読解力を有し、自分の考えを適切に文章化する能力をもつ。 
・社会や人間に関する諸事象を理論的・実践的に学んでいくための思考力と実行 

力をもつ。 
（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 

社会や人間の多様性を尊重し、主体性をもって他者との協働を進める意欲をもつ。  
（AP4）〔関心・適性〕 

社会や地域の諸問題をフィールドワークや文献調査などから多角的に探究し、社 

会課題の解決のために積極的に貢献する意欲をもつ。 

 

  



学部等名 社会学部（23年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。社会学部は以下のとおりである。 

社会学部は、現代社会の諸課題に向き合うことを通して、地域社会など身近な場におい

て、異なる他者と敬い合いながら生きることのできる世界を構築する構想力と実践力を身

につけた人物の養成をめざす。 

ア 現代社会学科は、現代の多様な社会文化事象を対象に、社会学と関連学問の視点と 

方法に基づく主体的探究学修を進めることを通じて、現代社会の特性と自らの立ち位 

置を的確に把握し、人々の間でビジョンとルールを提案・交渉することができる人物 

の養成をめざす。 

イ コミュニティデザイン学科は、身近な地域コミュニティで生起する諸課題に対して、 

「人と人とをつなぐ」実践手法を進めることにより、広い領域内容から「コミュニテ 

ィ」のこれからを「デザイン」していく理論とスキルを身につけた人物の養成をめざ 

す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

 本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

「履修系統図」により各科目のねらいに応じて特に関連するコンピテンスを○で示す。教

育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配当

し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代総合科目および自己選択

科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 



入学者の受入れに関する方針（公表方法：2024年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

社会学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定

め、それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに

明確にしている。さらに、社会学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）と

アドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ

定め、各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、ど

のような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
社会学部では、教育目標を達成するために、自らの「成すべき本務を遂行」し、「自ら

純真なる人格を形成」し、「互いに敬い合いながら生きることのできる世界を構築」する

気概に溢れた、次のような人を求め、受入れる。 
（AP1）高等学校の教育課程の教科・科目の修得によって身につけた基礎的知識を用いた

観察力や分析力をもつ人 〔知識・理解〕  
（AP2）様々な社会問題に関心をもち、その解決のための探究心を有する人〔関心・意欲〕  
（AP3）地域社会で生きる人に対する知的好奇心が旺盛で、豊かなコミュニケーション力

と幅広い実践力を身につけたい人〔技能・表現〕  
（AP4）地域への愛にあふれ、積極的に貢献しようとする人 〔態度〕 

 

  



学部等名 社会学部（22年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。社会学部は以下のとおりである。 

社会学部は、現代社会の諸課題に向き合うことを通して、地域社会など身近な場におい

て、異なる他者と敬い合いながら生きることのできる世界を構築する構想力と実践力を身

につけた人物の養成をめざす。 

ア 現代社会学科は、現代の多様な社会文化事象を対象に、社会学と関連学問の視点と 

方法に基づく主体的探究学修を進めることを通じて、現代社会の特性と自らの立ち位 

置を的確に把握し、人々の間でビジョンとルールを提案・交渉することができる人物 

の養成をめざす。 

イ コミュニティデザイン学科は、身近な地域コミュニティで生起する諸課題に対して、 

「人と人とをつなぐ」実践手法を進めることにより、広い領域内容から「コミュニテ 

ィ」のこれからを「デザイン」していく理論とスキルを身につけた人物の養成をめざ 

す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、学部ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力を定め、これらの能力を身に

つけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定

単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。社会学部

における卒業時に身につけておくべき能力は以下のとおりである。 
(DP1) 地域社会に関するさまざまな専門知識に加え、政治や経済、行政機構や経営、情報 

技術、法律などの専門知識について、地域での実践との関わりのなかで総合的に理 
解している。 〔知識・理解〕 

(DP2) 実践活動を行っていく上で必要とされるコーディネーション力やファシリテーシ

ョン力、マネジメント力、情報技術を活用した情報発信のスキルや統計処理といっ

た技能や技術を身につけている。〔技能・表現〕 
(DP3) 地域社会に関する理論と現場理解を基盤に、多面的な視野から状況を判断し、地域 

が抱える問題の本質を見抜くことができる。また、論理的、創造的にものごとを考 
え、具体的な問題解決策を提案できる。〔創造的思考・判断〕 

(DP4) 地域社会における諸問題に関して、仏教的「相互敬愛」の精神から解決に向けた課 
題を設定し、その検証に積極的に取り組もうとする意欲をもつ。〔関心・意欲〕 

(DP5) 自己と他者への理解を深めながら、主体的にさまざまな問題解決に取り組み、人間・ 
社会・自然環境に関して協調の方途を見いだし、課題を設定しようとする意欲をも 
つ。〔態度・関心・意欲〕 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

各科目群のねらいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置いている、○：

重点を置いている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分

け、これを各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代

総合科目および自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 



ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2023年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

社会学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定

め、それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに

明確にしている。さらに、社会学部各学科においては、教育目標（人物養成上の目的）と

アドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそれぞれ

定め、各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、ど

のような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 

社会学部では、教育目標を達成するために、自らの「成すべき本務を遂行」し、「自ら

純真なる人格を形成」し、「互いに敬い合いながら生きることのできる世界を構築」する

気概に溢れた、次のような人を求め、受入れる。 
（AP1）高等学校の教育課程の教科・科目の修得によって身につけた基礎的知識を用いた観 

察力や分析力をもつ人〔知識・理解〕 
（AP2）様々な社会問題に関心をもち、その解決のための探究心を有する人〔関心・意欲〕 
（AP3）地域社会で生きる人に対する知的好奇心が旺盛で、豊かなコミュニケーション力と 

幅広い実践力を身につけたい人 〔技能・表現〕 
（AP4）地域への愛にあふれ、積極的に貢献しようとする人〔態度〕 

 

  



学部等名 教育学部（25年度以降） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。教育学部は以下のとおりである。 

教育学部は、純真な人格形成を目指す高い教職意識と責任感を持ち、社会的常識や対人

関係能力を備えて子どもたちの声に耳を傾けることのできる、慈育の精神に富んだ専門職

業人の養成をめざす。 

ア 教育学科初等教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルー

シブ教育など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者

と接することのできる、子どもの「育ち」を担う教育者の養成をめざす。 

イ 幼児教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルーシブ教育

など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者と接する

ことのできる、子どもの「育ち」を担う保育者の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、【総合科目】

として、ブッダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学Ⅰ・Ⅱ」、【大学

導入】として、高校までの学びから大学の学びへの転換と専門への接続をはかる「学びの

発見」および ICT や数理・データサイエンス・AI についての基礎能力を身につける「ICT
入門」を学修し、【外国語】においては、グローバル化時代の共通言語である英語をはじ

め、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れることとする。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）
の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科

専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ



ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践

研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

①大学ホームページ 
https://www.otani.ac.jp/index.html 
②2026 年度入学試験要項/入試ガイド＊大学ホームページ「資料請求フォーム」より請求可能 

https://www.otani.ac.jp/admission/index.html） 

（概要） 

教育学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕として

明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応させ、

公表している。さらに、教育学部各コースにおいては、受験生に対して学科の目標をわか

りやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」「学

科が求める学生像」を示している。 
教育学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の国語・数学等を着実に習得し、読解力・表現力等の相当の学力をもつ。  

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
・人間関係の重要性について認識し、よりよい人間関係を構築しようとつとめる 

姿勢・態度をもつ。 
・乳幼児・児童と積極的にかかわろうとする意欲をもつ。 

（AP4）〔関心・適性〕 

教育・保育問題に関心をもち、教育・保育実践への意欲にあふれている。 

 

  



学部等名 教育学部（24年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。教育学部は以下のとおりである。 

教育学部は、純真な人格形成を目指す高い教職意識と責任感を持ち、社会的常識や対人

関係能力を備えて子どもたちの声に耳を傾けることのできる、慈育の精神に富んだ専門職

業人の養成をめざす。 

ア 教育学科初等教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルー 

シブ教育など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者 

と接することのできる、子どもの「育ち」を担う教育者の養成をめざす。 

イ 幼児教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルーシブ教育 

など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者と接する 

ことのできる、子どもの「育ち」を担う保育者の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、ブッダと親鸞

の基本思想を通して人間について考える【総合科目】「人間学Ⅰ・Ⅱ」、高校までの学び

から大学の学びへの転換と専門への接続をはかる【大学導入】「学びの発見」、およびグ

ローバル化時代の共通言語である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に

触れる【外国語】を学修する。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）
の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科

専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ

ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践



研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2025 年度『入学試験要項』及び『入試ガイド』） 

（概要） 

教育学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕として

明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応させ、

公表している。さらに、教育学部各コースにおいては、受験生に対して学科の目標をわか

りやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解説）」「学

科が求める学生像」を示している。 
教育学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校の国語・数学等を着実に習得し、読解力・表現力等の相当の学力をもつ。  

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
・人間関係の重要性について認識し、よりよい人間関係を構築しようとつとめる 

姿勢・態度をもつ。 
・乳幼児・児童と積極的にかかわろうとする意欲をもつ。 

（AP4）〔関心・適性〕 

教育・保育問題に関心をもち、教育・保育実践への意欲にあふれている。 

 

  



学部等名 教育学部（23年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。教育学部は以下のとおりである。 

教育学部は、純真な人格形成を目指す高い教職意識と責任感を持ち、社会的常識や対人

関係能力を備えて子どもたちの声に耳を傾けることのできる、慈育の精神に富んだ専門職

業人の養成をめざす。 

ア 教育学科初等教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルー 

シブ教育など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者 

と接することのできる、子どもの「育ち」を担う教育者の養成をめざす。 

イ 幼児教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルーシブ教育 

など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者と接する 

ことのできる、子どもの「育ち」を担う保育者の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

 本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

「履修系統図」により各科目のねらいに応じて特に関連するコンピテンスを○で示す。教

育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配当

し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代総合科目および自己選択

科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

 
 



入学者の受入れに関する方針（公表方法：2024 年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

教育学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、教育学部各コースにおいては、教育目標（人物養成上の目的）とア

ドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・コースが求める学生像」をそれぞれ

定め、各コースがどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、

どのような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
教育学部では、次のような人を求め、受け入れる。 

（AP1）高等学校の国語・数学等を着実に習得し、読解力・表現力・推理力等の相当の学力

を有する人〔知識・理解〕  
（AP2）教育・保育問題に関心を持ち、教育・保育に関する自分の意見を確立できる人〔関

心・意欲〕 
（AP3）乳幼児・児童と積極的にかかわることができる、コミュニケーション能力を有する

人〔技能・表現〕 
（AP4）人間関係の重要性について認識し、よりよい人間関係を構築しようとつとめる教育

愛にあふれる人〔態度〕 

 

  



学部等名 教育学部（22年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。教育学部は以下のとおりである。 

教育学部は、純真な人格形成を目指す高い教職意識と責任感を持ち、社会的常識や対人

関係能力を備えて子どもたちの声に耳を傾けることのできる、慈育の精神に富んだ専門職

業人の養成をめざす。 

ア 教育学科初等教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルー

シブ教育など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者

と接することのできる、子どもの「育ち」を担う教育者の養成をめざす。 

イ 幼児教育コースは、仏教精神に基づく宗教的情操を身につけ、インクルーシブ教育 

など社会的な要請に応えようとする責任感を持ち、慈しみの心を持って他者と接する 

ことのできる、子どもの「育ち」を担う保育者の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、学部ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力を定め、これらの能力を身に

つけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定

単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。教育学部

における卒業時に身につけておくべき能力は以下のとおりである。 
(DP1) 子どもと関わることを通して、人間存在への慈しみや、教育愛を持つことができる。  

〔態度〕 
(DP2) 教育に関する指導法の習得を通して、他者とコミュニケーションを取ることがで 

き、円滑な人間関係を形成することができる。〔技能・表現〕 
(DP3) 教育に関わる人間・社会・自然環境について、幅広い知識・知見を身につけている。 

〔知識・理解〕 
(DP4) 教育を中心とする社会・自然の諸問題に関して、課題を設定しようとする意欲をも 

つ。〔関心・意欲〕 
(DP5) 人文・社会諸科学の幅広い知識を用いて、教育に関わる諸問題の諸相を分析するこ 

とができる。〔思考・判断〕 
(DP6) 教育の諸問題への理解を深めながら、より良い社会形成へと主体的に取り組むこと 

ができる。〔態度〕 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

各科目群のねらいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置いている、○：

重点を置いている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分

け、これを各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代

総合科目および自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 



学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2023年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

教育学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定め、

それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに明確

にしている。さらに、教育学部各コースにおいては、教育目標（人物養成上の目的）とア

ドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・コースが求める学生像」をそれぞれ

定め、各コースがどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するため、

どのような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
教育学部では、次のような人を求め、受け入れる。 

（AP1）高等学校の国語・数学等を着実に習得し、読解力・表現力・推理力等の相当の学力

を有する人〔知識・理解〕  
（AP2）教育・保育問題に関心を持ち、教育・保育に関する自分の意見を確立できる人〔関

心・意欲〕  
（AP3）乳幼児・児童と積極的にかかわることができる、コミュニケーション能力を有す

る人〔技能・表現〕  
（AP4）人間関係の重要性について認識し、よりよい人間関係を構築しようとつとめる教

育愛にあふれる人〔態度〕 
 

  



学部等名 国際学部（25年度以降） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。国際学部は以下のとおりである。 

国際学部は、グローバル社会において、建学の精神に基づいて自己のアイデンティティ

を確立し、多様な他者の存在に気づき、寄りそうことのできる人物の養成をめざす。 

国際文化学科は、欧米とアジア地域を研究対象とし、その文化事象を考究することで自

己と他者理解に努め、さまざまな背景をもつ人びとに寄りそい、仏教的な「相互敬愛」を

実現する人物の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、【総合科目】

として、ブッダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学Ⅰ・Ⅱ」、【大学

導入】として、高校までの学びから大学の学びへの転換と専門への接続をはかる「学びの

発見」および ICT や数理・データサイエンス・AI についての基礎能力を身につける「ICT
入門」を学修し、【外国語】においては、グローバル化時代の共通言語である英語をはじ

め、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れることとする。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）
の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科

専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ

ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践

研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 



 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得

を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

①大学ホームページ 

https://www.otani.ac.jp/index.html 
②2026 年度入学試験要項/入試ガイド＊大学ホームページ「資料請求フォーム」より請求可能 

https://www.otani.ac.jp/admission/index.html） 

（概要） 

国際学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕とし

て明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応さ

せ、公表している。さらに、国際学部国際文化学科においては、受験生に対して学科の目

標をわかりやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解

説）」「学科が求める学生像」を示している。 
国際学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒 
業相当の知識をもち、国際的・文化的事象に関する基礎的資料を読解できる。 

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
国際的・文化的事象について資料をもとに考察し、自分の考えを日本語で的確に 
表現することができる。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
複数の外国語を学習する意欲と、異文化を理解し他者と共生しようとする意志を 
もつ。 

（AP4）〔関心・適性〕 

世界の文化、言語、歴史について明確な関心と探究心をもつ。 

 

  



学部等名 国際学部（24年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。国際学部は以下のとおりである。 

国際学部は、グローバル社会において、建学の精神に基づいて自己のアイデンティティ

を確立し、多様な他者の存在に気づき、寄りそうことのできる人物の養成をめざす。 

国際文化学科は、欧米とアジア地域を研究対象とし、その文化事象を考究することで自

己と他者理解に努め、さまざまな背景をもつ人びとに寄りそい、仏教的な「相互敬愛」を

実現する人物の養成をめざす。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうける。

教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配

当し、講義、演習等を適切に組み合わせて実施する。また、授業科目と「卒業認定・学位

授与の方針」に定めた能力の対応関係を示す「履修系統図」、授業科目の水準等を示す「ナ

ンバリング」によって、「卒業認定・学位授与の方針」とカリキュラムの整合性や体系性

を明示する。そして、履修系統図に基づき設定された各授業科目の到達目標に対する厳格

な授業評価と口述試問を含めた卒業研究の結果を総合的に評価し、「卒業認定・学位授与

の方針」に定める能力に到達しているか学修成果を判断する。 

＜共通基礎科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における汎用的言語能力（DP1）、知識・教養（DP2）、

思考・技能（DP3）の修得を目指し、教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門

共通の基礎科目として開講する。共通基礎科目では、主として 1～2 年次に、ブッダと親鸞

の基本思想を通して人間について考える【総合科目】「人間学Ⅰ・Ⅱ」、高校までの学び

から大学の学びへの転換と専門への接続をはかる【大学導入】「学びの発見」、およびグ

ローバル化時代の共通言語である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に

触れる【外国語】を学修する。 

＜学科専門科目＞ 

「卒業認定・学位授与の方針」における専門的な知識（DP4）、専門的な技能（DP5）
の修得を目指し、学科・コースごとに専門的な科目を学科専門科目として開講する。学科

専門科目では、主としてコース決定を行う 2 年次以降に（教育学科のみ入学試験段階でコ

ース決定を行う）、専門の体験的理解を促す【講義】や、知的探究心を呼び起こす【実践

研究】、自らの課題を専門分野の視点から問い直し発表と議論を通して研究を深める【演

習】を学修し、これらの学びをふまえて 4 学年次に【卒業研究】を作成する。 

＜現代総合科目＞ 

 「卒業認定・学位授与の方針」における知識・教養（DP2）、思考・技能（DP3）の修得



を目指し、幅広い現代教養（【キャリア形成系】・【自然生命系】・【歴史文化系】）を深

める、あるいは専門分野を補完する科目を現代総合科目として開講する。現代総合科目で

は、主として 1～4 年次にわたって、各自の興味や関心にあわせて 3 つの系ごとに自由に

科目を選択し学修する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2025 年度『入学試験要項』及び『入試ガイド』） 

（概要） 

国際学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、ディプロマ・ポリシー、

カリキュラム・ポリシーを踏まえ、入学者に求める学力等をアドミッション・ポリシーと

して定めている。具体的には、受験生に求める能力、意欲、適性等を AP1〔知識・技能〕、

AP2〔思考・判断・表現〕、AP3〔主体性・多様性・協働性〕、AP4〔関心・適性〕とし

て明記し、入学試験制度ごとのねらいに応じて、選考方法と各能力等の判定項目を対応さ

せ、公表している。さらに、国際学部国際文化学科においては、受験生に対して学科の目

標をわかりやすく示すため、AP とあわせて、「学科の目標（学則）」「学科の目標（解

説）」「学科が求める学生像」を示している。 
国際学部で求める人物は次のとおり。 

（AP1）〔知識・技能〕 
高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒 
業相当の知識をもち、国際的・文化的事象に関する基礎的資料を読解できる。 

（AP2）〔思考・判断・表現〕 
国際的・文化的事象について資料をもとに考察し、自分の考えを日本語で的確に 
表現することができる。 

（AP3）〔主体性・多様性・協働性〕 
複数の外国語を学習する意欲と、異文化を理解し他者と共生しようとする意志を 
もつ。 

（AP4）〔関心・適性〕 

世界の文化、言語、歴史について明確な関心と探究心をもつ。 

 

  



学部等名 国際学部（23年度） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。国際学部は以下のとおりである。 

国際学部は、グローバル社会において、建学の精神に基づいて自己のアイデンティティ

を確立し、多様な他者の存在に気づき、寄りそうことのできる人物の養成をめざす。 

国際文化学科は、欧米とアジア地域を研究対象とし、その文化事象を考究することで自

己と他者理解に努め、さまざまな背景をもつ人びとに寄りそい、仏教的な「相互敬愛」を

実現する人物の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学は、学部、学科（教育学科のみコース）ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力

（教育研究上の目的）を定め、これらの能力を身につけることを到達目標とするカリキュ

ラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定単位の修得をもって教育目標を達成し

たものとみなし、学士の学位を授与する。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

 本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

「履修系統図」により各科目のねらいに応じて特に関連するコンピテンスを○で示す。教

育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分け、これを各年次に配当

し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代総合科目および自己選択

科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

 教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

 専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目

を現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を

選択して学習する。 

 
 
 
 
 
 



入学者の受入れに関する方針（公表方法：2024年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

国際学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定

め、それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに

明確にしている。さらに、国際学部国際文化学科においては、教育目標（人物養成上の目

的）とアドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそ

れぞれ定め、各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するた

め、どのような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
国際学部では、次のような人を求め、受け入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒

業相当の知識をもつ。〔知識・理解〕 
（AP2）国際的・文化的事象について資料をもとに考察し、自分の考えをまとめることが

できる。〔思考・判断〕 
（AP3）世界の文化、言語、歴史について明確な関心をもち、複数の外国語を学習する意

欲と、異文化を理解し他者と共生しようとする意欲をもつ。〔関心・意欲〕 
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

 

  



学部等名 国際学部（22年度以前） 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/admission/ap/sfpjr70000001v1y.html） 

（概要） 

本学は、教育基本法及び学校教育法の定めるところに従い、仏教の精神に則り、人格を

育成するとともに仏教並びに人文に関する学術を教授研究し、広く世界文化に貢献するこ

とを目的としている。目的を達成するため、人物の養成に関する目的と教育研究上の目的

を、学部・学科ごとに定めている。国際学部は以下のとおりである。 

国際学部は、グローバル社会において、建学の精神に基づいて自己のアイデンティティ

を確立し、多様な他者の存在に気づき、寄りそうことのできる人物の養成をめざす。 

国際文化学科は、欧米とアジア地域を研究対象とし、その文化事象を考究することで自

己と他者理解に努め、さまざまな背景をもつ人びとに寄りそい、仏教的な「相互敬愛」を

実現する人物の養成をめざす。 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、学部ごとに卒業時に学生が身につけるべき能力を定め、これらの能力を身に

つけることを到達目標とするカリキュラムを編成する。本学は、所定の期間在学し、所定

単位の修得をもって教育目標を達成したものとみなし、学士の学位を授与する。国際学部

における卒業時に身につけておくべき能力は以下のとおりである。 
(DP1) 外国語を使用して、4 技能（聞く、読む、話す、書く）を活用した十分なコミュニ

ケーションができる。〔技能・表現〕 
(DP2) 日本語を使用して、正確に読解し、論理的に表現し、的確に議論することができる。

〔技能・表現〕 
(DP3) 国際的視座にたって、人間・社会・自然環境について、幅広い知識・知見を身につ

けている。〔知識・理解〕 
(DP4) 人文諸科学の幅広い知識を用いて事象を多角的に考察し、多文化共生のための問題

解決策を提案できる。〔思考・判断〕 
(DP5) 文化的背景の異なる他者と自己への理解を深めながら、さまざまな課題を設定し、

主体的に問題解決に取り組むことができる。〔態度〕 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/iqa/nab3mq0000088fzw.html） 

（概要） 

本学では、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた能力を身につけるために、以下

に示す 3 つの科目群（共通基礎、学科専門、現代総合）を基盤とした教育課程をもうけ、

各科目群のねらいに応じて重点箇所を◎および○で示す（◎：特に重点を置いている、○：

重点を置いている）。教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目および自由科目に分

け、これを各年次に配当し、講義、演習等適切な方法により実施する（自由科目は、現代

総合科目および自己選択科目をいう）。 

＜共通基礎科目＞ 

教育目標を達成するための根幹をなす科目を各専門共通の基礎科目として開講し、ブッ 

ダと親鸞の基本思想を通して人間について考える「人間学」、高校までの学びから大学の

学びへの転換と専門への接続をはかる「導入科目」、およびグローバル化時代の共通言語

である英語をはじめ、様々な言語を学びながら文化の多様性に触れる「外国語」を置く。 

＜学科専門科目＞ 

学科、コースごとの専門的な学びを修得するための科目を学科専門科目として開講し、

専門の体系的理解を促す講義や、知的探究心を呼び起こす実践研究等の科目を置くととも

に、自らの課題を専門分野の視点から問い直し、発表と議論を通して研究を深める演習の

科目を置き、これらの学びをふまえて卒業研究の作成を目指す。 

＜現代総合科目＞ 

専門分野の補完や幅広い現代教養（キャリア形成・自然生命・歴史文化）のための科目を



現代総合科目として開講し、各自の興味や関心にあわせ、3 つの系ごとに自由に科目を選

択して学習する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：2023年度『入学試験要項』及び『入試資料』） 

（概要） 

国際学部の「教育目標（人物養成上の目的）」を達成するため、求める人物像や高校ま

でに身に付けておいてほしい力を「入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）」

として定めている。アドミッション・ポリシーは、具体的に 4 つ（AP1～4）の項目を定

め、それらを各入学（試験）制度と対応させることにより、求める能力を入試制度ごとに

明確にしている。さらに、国際学部国際文化学科においては、教育目標（人物養成上の目

的）とアドミッション・ポリシーに基づいて、「学科の目標・学科が求める学生像」をそ

れぞれ定め、各学科がどのような人物を養成したいか、またそういった人物を養成するた

め、どのような能力や関心をもつ学生を求めるのかを具体的に明らかにしている。 
国際学部では、次のような人を求め、受け入れる。 

（AP1）高等学校で履修する国語、地歴・公民、数学、外国語などについて、高等学校卒業

相当の知識をもつ。〔知識・理解〕  
（AP2）国際的・文化的事象について資料をもとに考察し、自分の考えをまとめることがで

きる。〔思考・判断〕  
（AP3）世界の文化、言語、歴史について明確な関心をもち、複数の外国語を学習する意欲

と、異文化を理解し他者と共生しようとする意欲をもつ。〔関心・意欲〕 
（AP4）日本語を使用して、自分の考えを的確に表現することができる。〔技能・表現〕 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：https://www.otani.ac.jp/about/data/sfpjr70000001cae.html 
（（１）教育研究上の基礎的な情報＞大学の概要／教育研究組織） 

 

  



③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4人 － 4人 

文学部 － 22人 9人 12人 9人 0人 52人 

社会学部 － 10人 6人 5人 3人 0人 24人 

教育学部 － 8人 12人 3人 0人 0人 23人 

国際学部 － 9人 2人 2人 1人 0人 14人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 271人 271人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：大谷大学教育研究業績検索システム 

（https://gdb.otani.ac.jp/gdb/find/） 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

2007 年度に教務委員会に FD 部会を設置し、全学レベルで取り組んでいる。FD 部会は年 4～
5 回程度開催し、以下の事項について審議及び推進している（教務委員会規程第 3 条第 2 号）。 
ア 教育内容及び授業方法改善のための具体案（各授業科目における「授業計画(シラバス)」 

の記載 内容の確認を含む）  

イ 授業評価アンケートの活用  

ウ FDに係る研究会及び研修会の実施  

エ FDに係る調査及び研究  

オ その他 FDに関すること 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 318人 279人 87.7％ 1,272人 1,227人 96.5％ － 人 6人 

社会学部 220人 281人 127.7％ 880人 996人 113.2％ － 人 0人 

教育学部 130人 151人 116.2％ 520人 532人 102.3％ － 人 0人 

国際学部 100人 80人 80.0％ 400人 334人 83.5％ － 人 0人 

合計 768人 791人 103.0％ 3,072人 3,089人 100.6％ －  人 6人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 

 

 



b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
272人 

（100％） 

17人 

（6.3％） 

224人 

（82.4％） 

31人 

（11.4％） 

社会学部 
183人 

（100％） 

1人 

（0.6％） 

173人 

（94.5％） 

9人 

（4.9％） 

教育学部 
121人 

（100％） 

2人 

（1.7％） 

117人 

（96.7％） 

2人 

（1.7％） 

国際学部 
82人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

80人 

（97.6％） 

2人 

（2.4％） 

合計 
658人 

（100％） 

20人 

（3.0％） 

594人 

（90.3％） 

44人 

(6.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

滋賀県庁、京都市教育委員会、西日本旅客鉄道㈱、㈱平和堂、㈱近鉄・都ホテルズ、真宗大谷派宗務所 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
315人 

（100％） 

225人 

（71.4％） 

48人 

（15.2％） 

42人 

（13.3％） 

0人 

（0％） 

社会学部 
211人 

（100％） 

173人 

（82.0％） 

24人 

（11.4％） 

14人 

（6.6％） 

0人 

（0％） 

教育学部 
134人 

（100％） 

120人 

（89.6％） 

6人 

（4.5％） 

8人 

（6.0％） 

0人 

（0％） 

国際学部 
103人 

（100％） 

82人 

（79.6％） 

11人 

（10.7％） 

10人 

（9.7％） 

0人 

（0％） 

合計 
763人 

（100％） 

600人 

（78.6％） 

89人 

（11.7％） 

74人 

（9.7％） 

0人 

（0％） 

（備考） 

 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバスは、「授業種別（講義・演習等）」、「ナンバリングコード」、「授業テーマ」、

「授業概要」、「DPに基づく学習到達目標（学習成果）・評価方法」、「成績評価方法」、「課

題に対するフィードバック方法」、「教科書・参考書等」、「授業計画（各回の学習内容・授

業方法・準備学習（予習・復習）・時間」、「質問・相談の方法」、「担当者からの連絡」、

「実務経験の詳細及び実務経験と授業科目の関連」、「当授業で実施するアクティブ・ラーニ

ングの方法」の項目から成る共通フォーマットを全ての科目で使用しており、シラバスにおい

て授業科目の授業内容や方法、計画を示している。 

 

 

 



⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価の客観的指標として GPA 制度を導入している。また、DP に定めた能力が卒業時に

身についているかについては、機関レベルでは各 DP の学修度、教育課程レベルでは学部・学

科ごとに編成する教育課程における所定単位の修得をもって評価している。さらに、本学の学

びの集大成と位置付けている卒業研究・卒業論文において、全学基準と学部・学科独自基準の

ルーブリック評価や、学修行動調査によっても修得状況を明らかにしている。加えて、学修成

果の評価の方針に沿って、DP に定める卒業時に身につけるべき能力の修得状況を段階的に評

価している。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

 
真宗学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

仏教学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

哲学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

歴史学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

文学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

国際文化学科 
（20 年度以前） 

124単位 
有・無 

年間 48 単位（半期 24 単位） 

文学部 

（17 年度以前） 
真宗学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

哲学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

文学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

社会学部 現代社会学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

コミュニティデ

ザイン学科 

124単位 有・無 
年間 48 単位（半期 24 単位） 

教育学部 教育学科 124単位 有・無 年間 48 単位（半期 24 単位） 

国際学部 

（21 年度以降） 
国際文化学科 

124単位 有・無 
年間 48 単位（半期 24 単位） 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

https://www.otani.ac.jp/faculty/common/subjects.html 
（2025『履修要項』学部・大学院【2025入学用】pp.167-168） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

【学修状況】 

https://www.otani.ac.jp/about/data/nab3mq0000088ser.html 
（「学修行動調査」結果報告書） 
【資格取得状況】 
http://www.otani.ac.jp/study_support/nab3mq000003n4hk.html 
（卒業生の免許状取得・採用状況） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：https://www.otani.ac.jp/about/data/sfpjr70000001cae.html 
（（１）教育研究上の基礎的な情報＞校地・校舎等の施設及び設備その他の教育研究環境） 

 

  

https://www.otani.ac.jp/about/data/sfpjr70000001cae.html


⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

2018年度以降入学生 

文学部 

・真宗学科 

・仏教学科 

・哲学科 

・歴史学科 

・文学科 

・国際文化学科 
840,000円 250,000円 100,000円 

【その他の内訳】 

・施設費 

1年目  ：100,000円 

2年目以降：300,000円 

※上記のほか、休学中の在籍料

（年額 120,000円）がある。 社会学部 
・現代社会学科 

・ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 

国際学部 ・国際文化学科 

教育学部 ・教育学科 940,000円 250,000円 100,000円 

【その他の内訳】 

・施設費 

1年目  ：100,000円 

2年目以降：340,000円 

※上記のほか、休学中の在籍料

（年額 120,000円）がある。 

2017年度以前入学生 

文学部 ・哲学科 795,000円 － 200,000円 

【その他の内訳】 

・施設費 

※上記のほか、休学中の在籍料

（年額 120,000円）がある。 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

大学での学びを支援するために、次の教育施設を整備している。 

【学習支援室（ラーニング・スクエア）】 

 英語・日本語の読み・書きを中心としたリメディアル教育の拠点として「学習支援室」を

設置している。「学習支援室」では、予約不要で学生が気軽に訪問し個別指導を受けられる

よう、平日 10：30～17：30 まで、常時 3～4 名の学習支援アドバイザーを常駐させている。 

【文藝塾】 

「書く力」を養うための講義や演習を行う場、また文藝を通した交流の場として「文藝

塾」を設置している。正規授業の「文藝塾講義」、「文藝塾演習」を開講し、実践的な表現

力を鍛え、文章力向上を目指す学びの場を用意している。 

【教職支援センター】 

中等科・初等科の教員免許状取得および博物館学課程等の資格取得のための単位修得方法

や履修計画に関する相談、教職に関する各種説明会の案内、介護等体験や教育実習などに向

けた事前・事後指導を行っているほか、センター内に教職経験の豊かな教職アドバイザーが

常駐し、教職に関する相談を受け付けている。また、小学校・中学校・高等学校の教科書や

参考書、指導要領、教員採用試験に向けたハンドブックや過去問題、参考書などを設置した

資料室を設け、学生に学びの場を提供している。 

【実習支援センター】 

社会福祉士国家試験受験資格、幼稚園教諭免許状、保育士資格の取得に必要な実習に係る

支援を行っている。 

実習についての事前学習を行うことができるよう、実習先である社会福祉施設や幼稚園、

保育所等の資料や学習用書籍を整え、実習に関する質問等にも応えている。 

【語学学習支援室（GLOBAL SQUARE）】 

留学支援として、学術交流協定校に関する情報提供や留学前オリエンテーションの開催な



どきめ細やかなサポートを行っている。また、外国人留学生が在室し外国語で交流できる時

間帯を設けるなど、語学学習の機会を提供するとともに、学生たちが日常的に多様な価値観

に触れる環境を整えている。その他、語学検定試験料補助制度を設けるなど、学生の学ぶ意

欲を促進する取り組みも実施している。 

 

その他学生の修学に係る支援に関する取組の詳細は大学 HP（以下 URL）に公表している。 

（URL）https://www.otani.ac.jp/study_support/index.html 
b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

有意義な学生生活を送り、自らの未来図を描くために、将来「どのような人物になりたい

か」「どのような社会生活を送りたいか」ということを第 1 学年から意識し、描いた未来図

の実現を目指している。その中で、キャリアセンターでは、社会人として学生が自立するこ

とを目標に、キャリア意識を醸成するための働きかけを行い、学生自らが進路を切り開く力

を得られるように支援している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室、学生相談室では心身に関する支援を行っている。 

保健室では、実り豊かな大学生活を送れるように健康面から支援している。スタッフは、

産業医兼校医 1 名、精神科校医 1 名、保健師 1 名、看護師 1 名である。自身の健康状態を知

るために行う健康診断の実施やその結果をもとに日常生活の改善点を指導し、必要に応じて

他部署と連携をとりながら対応している。また、校内における健康情報の普及啓発ステーシ

ョンでもあるように、健康管理に役立つ測定器や書籍、パンフレット類も整備している。 

学生相談室では、精神科校医、公認心理士等の専門家が日替わりで、学生の心の健康に寄り

添った相談活動を行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.otani.ac.jp/about/data/index.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み 
a. 入試科目の見直し（任意記載事項） 

（概要） 

b. 入学後の文理横断型の教育、複線的・多面的な学び、全学的なデータサイエンス教育等の

総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み（任意記載事項） 

（概要） 

本学では、幅広い現代教養を深め、専門分野を補完することを目的に「現代総合科目」と

いう科目群を開講している。そのうち、自然生命系の科目も必修としており、文理横断型の

教育を実施している。また、一部の学部・コースの科目を除いて、多くの科目が他学部・他

学科の学生も履修可能で、卒業単位にも「自己選択科目」として認定される。他にも、第 1
学年から第 2 学年への進級時に限り、要件を満たす場合は他学科や他の学部学科に転入でき

る転籍制度や、原則第 2 学年から第 3 学年への進級時に同一学科内の他のコースへ転入でき

るコース変更の制度があり、複線的・多面的な学びを実現している。 
データサイエンス教育については、数理・データサイエンス・AI への関心を高め、適切に

理解し活用する基礎的な能力を育成することを目的に、本学独自の「数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム」を実施しており、全学部の学生が受講することが可能である。2025
年度入学生からは、そのプログラムに含まれる「ICT 入門」という科目を全学必修とし、

「総合知」を育成するための取り組みを進めている。 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

－人（17）人

後半期

426人（14）人

250人

14人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

大谷大学

学校法人真宗大谷学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
455人（12）人

273人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F126310107485

（備考）

105人 100人

内
訳

第Ⅲ区分 65人 62人

（うち多子世帯） （0人） （0人）

（うち多子世帯） （0人） （0人）

第Ⅱ区分

12人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （0人） （0人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－人（0）人

472人（17）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

－ 人 人

15人 人 人

人 人

－ 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

－ 人 人

－ 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 12人 人 人

計 45人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

－ 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 45人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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